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全道展表彰　  6月11日（水）～6月22日（日）

第87号

北海道美術館協力会一　　般
社団法人

〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

羽生輝《冬日（悠々釧路湿原）》
2015年　岩絵具、合板　181.8×227.3cm（北海道立釧路芸術館蔵）

羽生輝は長年にわたって釧路や道東の浜辺を描き

続けている作家です。そびえ立つ岬やその眼下に広が

る漁村の風景、それらを覆うような雪や氷、落ち着い

た色彩で描かれる作品からは冷たい冬の空気が感じ

られます。この作品で描かれる釧路湿原は羽生が新た

な題材として選んだ場所です。山や谷が少なく大型の

植物が生育しづらい植生の湿原には、目立った高低差

がなく、広大な面積の中を水平に広がっていく景色は

単調で捉えどころがないようにも思えます。一方で貴

重な生物を含め多様な動植物が生息する自然の豊か

さや、長い年月をかけて形成された地形とその背景に

ある歴史など内包するものが多く奥深さもあります。

そんな場所と向き合った羽生は題材として湿原の四季

折々の姿を選びました。「悠々」の言葉が作品名に含ま

れるように地平線の遙か遠くに続いていくような釧路

湿原の広大さが描かれています。とりわけ印象的なの

は湿原を照らす太陽の光です。暗い雲間から覗く太陽

が空をオレンジ色に染め上げ冬の寒さから連想され

る厳しさや過酷さとはまた違う、温かさを感じさせま

す。《冬日（悠々釧路湿原）》は1月6日から始まる所蔵

作品展「あの日、この場所で」で展示予定です。

（北海道立釧路芸術館学芸員　近藤花子）

会 報

2 0 2 5年 9月

■今年の夏は猛暑が続きました。私は良質の避暑地である美術館での鑑賞時間が多かったです。今号アルテピアには 10月
以降の興味深い展覧会情報が満載です。紅葉に囲まれた美術館で「芸術の秋」をご堪能ください。 （SK）

第40回国内美術研修旅行
「関西・南紀方面美術めぐり4日間

5月7日（水）～10日（土）

　本年度美術研修旅行は、最大催行人数35名で実施。
　大阪では、5つの美術館を見学、中でもトレンドなあ
べのハルカス美術館の「空想旅行案内人ジャン=ミッ
ション・フォロン」は、絵空ごとではない世界の現実と
向き合う、日本で30年振り約230点の大回顧展でし
た。和歌山は、事業部初計画の見学・参拝で、世界
遺産高野山の根本大塔や霊宝館を訪れました。国宝や
重要文化財、凛とした樹木や浄らかに咲く庭花も神聖
な場所ならではの美しさでした。

　参加者のアンケート
から、大満足の評価と
アルテピアの計画なの
で安心とありました。
8年度に向けて一層精
進します。要望お寄せ
下さい。

美術講座2025　　　　　　5月15日（木）～8月28日（木）

　第79回全道展（全道
美術協力会、北海道新
聞社主催）が6月11日
から22日まで札幌市
民ギャラリーで開かれ
ました。入賞・入選作
品と会員・会友作品の
395点が展示され、多くの方が鑑賞に訪れていました。
迫力のある作品や多彩な表現方法が並び、広い市民
ギャラリーが狭く感じられるほどでした。札幌市の早坂
夏花さん（23歳）の絵画「想い、それでも」が最高賞の全
道美術協会賞と、23歳以下が対象の北海道美術館協
力会賞をダブル受賞しました。

　今年も10回に渡って開かれる「美術講座2025」が行われました。
今回は「日本・西洋の美術シリーズ」と銘打って、道立近代美術館の
学芸員の方々を中心に多彩な講師の面々が多くの資料を基にさまざま
なテーマを分かりやすく解説する企画です。「歌川国芳展」や「金閣・
銀閣 相国寺展」では講座後の特別展鑑賞もあり、より展覧会の理解
が深まる構成となっています。参加した受講生のみなさんは講師のこ
とばに熱心に聞き入り、あっという間の1時間30分の講座を心地よく
楽しんでいました。

　特別活動部の事業は【美術への
誘い】【アート・クラブ】の二つです。
目的は美術と美術館に親しんでいた
だくこと。前者は美術館の外（区民
センターなど）で、画像を利用して
展覧会・作家について紹介、後者は
美術館でワークショップを企画・開
催し、すべての来館者と募集した子供たちに体験していただきます。
　参加者の「美術館に行ってみたい」「また来たい」の声がやりが
いになり、そのためにはパワーポイントの画像ファイル作成・リハー

サル・材料集め・試作会など準備
は様々です。不定期な活動は、ロー
テーションを組めませんので『でき
ることをできる人ができる時に』の
ボランティア精神で、美術館の魅力
を発信しています。

ボランティア活動のご紹介  第6回  特別活動部

A r t e p i a  N ew s

スマートボールペン
（タッチペン・スマホスタンド機能付）

各550円

巳亦敬一作
豊平硝子  六角グラス

3,740円

藤原貴子作
ペンダント
22,000円

北海道立近代美術館
ミュージアムショップ
もご覧ください

https://artepia.base.shop
TEL直通：（011）621-8027
E-mail：shop@artepia.or.jp



札
幌
生
ま
れ
の
三
岸
好
太
郎
（
1
9
0
3
―

1
9
3
4
）
は
、
同
時
代
の
新
し
い
潮
流
に
敏
感
に

反
応
し
な
が
ら
、
前
衛
的
表
現
に
意
欲
的
に
挑
戦
し

た
画
家
で
す
。
な
か
で
も
、
ま
だ
柔
ら
か
い
絵
具
の

上
か
ら
ひ
っ
か
く
よ
う
に
し
て
線
を
あ
ら
わ
し
、
交

響
曲
の
演
奏
風
景
を
表
現
し
た
《
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
》

（
図
版
1
）
に
は
、
線
描
家
と
し
て
の
好
太
郎
の
資

質
が
最
も
洗
練
さ
れ
た
姿
で
表
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ひ
っ
か
き
」
の
技
法
に
お
い
て
も
多
様
な

線
の
表
情
を
追
及
し
て
お
り
、
《
花
》
（
図
版
2
）

に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
絵
具
が
固
く
な
っ
て
か
ら

刻
み
付
け
る
よ
う
に
し
て
あ
ら
わ
し
た
と
思
わ
れ
る
、
ま

る
で
洞
窟
壁
画
の
よ
う
な
、
硬
質
な
線
の
表
現
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

鈴
木
ヒ
ラ
ク
（
1
9
7
8
年
生
）
は
、
未
知
の
か
た
ち

と
出
会
い
続
け
よ
う
と
す
る
現
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。

身
近
な
環
境
の
中
で
発
見
し
た
線
や
記
号
の
断
片
を
手
が

か
り
と
し
て
、
光
を
反
射
す
る
マ
ー
カ
ー
や
ス
プ
レ
ー
に

よ
る
即
興
性
の
高
い
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
実
践
し
ま
す
。
そ

れ
は
、
世
界
に
ひ
そ
や
か
に
存
在
す
る
未
知
の
「
な
に

か
」
に
、
自
ら
の
身
体
を
介
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
掘
り

起
こ
そ
う
と
す
る
行
為
だ
と
い
え
ま
す
。
北
海
道
余
市
町

の
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
や
小
樽
市
の
手
宮
洞
窟
は
、
鈴
木
ヒ
ラ

ク
に
重
要
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
場
で
す
。

本
展
開
催
に
先
が
け
、
鈴
木
ヒ
ラ
ク
が
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟

に
足
を
運
ん
だ
後
、
2
日
間
を
か
け
て
当
館
で
新
た
に
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
を
行
な
い
ま
し
た
。
1
階
の
展
示
室
3
で
は
、

好
太
郎
の
代
表
的
な
連
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
道
化
」
の

シ
リ
ー
ズ
が
展
示
さ
れ
た
壁
面
の
向
か
い
側
で
、
高
さ
3

ｍ
×
幅
11
ｍ
の
大
き
な
壁
面
に
、
シ
ル
バ
ー
イ
ン
ク
や
シ

ル
バ
ー
ス
プ
レ
ー
に
よ
る
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
2
階
の
展
示
室
5
で
は
、
展
示
室
入
口
附

近
に
置
か
れ
た
好
太
郎
の
代
表
作
《
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
》
を

導
入
部
と
し
て
、
延
長
約
17
ｍ
の
Ｌ
字
型
の
壁
面
に
、
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
を
展
示
。
展
示
室
6
で
は
、
鈴
木
ヒ
ラ
ク
が

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
た
同
壁
画
を
ふ
く
む
世
界
各
地
の

Living Lines: 
Painter Migishi Kotaro 
meets 
Artist Suzuki Hiraku
2025.9.6（土）→11.24（月・振休）
北海道立三岸好太郎美術館　
上席専門員　井内 佳津恵

好
太
郎
の
線
、

鈴
木
ヒ
ラ
ク
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

線
が
、

息
づ
く
。

特
別
展

1 三岸好太郎《オーケストラ》1933（昭和8）年　油彩・キャンバス　
北海道立三岸好太郎美術館蔵

2 三岸好太郎《花》1933（昭和8）年
北海道立三岸好太郎美術館蔵
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洞
窟
壁
画
の
ス
ケ
ッ
チ
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
展
示
室
7
で
は
、
余
市

町
の
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
の
壁
画
を
、
写

真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

関
連
事
業
と
し
て
は
、
開
幕
日

の
9
月
6
日
（
土
）
に
、
「
線
は
、

『
未
知
の
も
の
』
へ
と
開
か
れ
る

通
路
だ
。
―
好
太
郎
、
鈴
木
ヒ
ラ
ク
、

フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
を
接
続
す
る
も
の
」

と
題
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、
余

市
町
の
浅
野
敏
昭
氏
（
余
市
町
教
育

委
員
会
教
育
部
長
、
学
芸
員
）
に
よ

る
ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い

ま
し
た
。
ま
た
、
開
幕
前
日
の
9
月

5
日
に
は
、
地
域
と
の
連
携
と
し
て
、

北
海
道
札
幌
厚
別
高
等
学
校
な
ら
び

に
札
幌
市
立
大
通
高
等
学
校
の
美
術

部
の
生
徒
と
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
制
作

の
場
を
共
有
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
い
ま
し
た
。

先
史
時
代
の
洞
窟
壁
画
。
画
家
・

三
岸
好
太
郎
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
鈴

木
ヒ
ラ
ク
。
本
展
は
、
時
代
も
地
域

も
異
な
る
三
者
の
芸
術
を
接
続
す
る

も
の
と
し
て
、
「
線
」
と
い
う
表
現

に
焦
点
を
当
て
ま
す
。
考
古
学
、
近

代
絵
画
、
現
代
ア
ー
ト
の
あ
い
だ
を

通
い
あ
う
、
み
ず
み
ず
し
い
「
線
」

の
息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

4 鈴木ヒラク《ドローイング・パフォーマンス》　ゲスト：吉増剛造　2017年
会場：山形ビエンナーレ／東北芸術工科大学（山形）　写真：神宮巨樹　
ⓒ Hiraku Suzuki Studio

5 フゴッペ洞窟南面壁画　写真提供：余市町教育委員会

3 鈴木ヒラク《歩く言語》2015年　（参考図版）　国際芸術センター青森での展示風景　写真：小山田邦哉　
壁にシルバースプレー、シルバーインク　6×55m　ⓒ Hiraku Suzuki Studio
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MUSEUM INFORMATION

m
i
m
a
三
岸
好
太
郎
美
術
館
　

イ
ワ
タ
ル
リ
展

12
月
13
日（
土
）〜
2
0
2
6
年
2
月
15
日（
日
）

イ
ワ
タ
ル
リ
は
、
日
本
の
現
代
ガ
ラ
ス
を
代

表
す
る
作
家
の
一
人
で
す
。
1
9
5
1
年
に
東

京
で
生
ま
れ
た
イ
ワ
タ
は
、
祖
父
が
日
本
の
ガ

ラ
ス
工
芸
の
先
駆
者
で
あ
る
岩
田
藤
七
、
父
・

久
利
と
母
・
糸
子
も
ガ
ラ
ス
作
家
と
い
う
環
境

で
育
ち
ま
し
た
。
東
京
藝
術
大
学
お
よ
び
大
学

院
で
鋳
金
を
学
ん
だ
後
、
ガ
ラ
ス
造
形
家
と
し

て
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

イ
ワ
タ
の
作
品
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
、
「
彫
刻
的
作
品
」
「
工

芸
的
作
品
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
彫
刻
的
作

品
は
、
キ
ャ
ス
ト
（
鋳
造
）
の
技
法
を
用
い
、

展
示
さ
れ
る
空
間
を
変
容
さ
せ
る
よ
う
な
性
質

日
本
中
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
た
絵
本
作
家

か
が
く
い
ひ
ろ
し
の
世
界
展

9
月
13
日（
土
）〜
11
月
24
日（
月
・
振
休
）

刊
行
か
ら
わ
ず
か
16
年
で
累
計
発
行
部
数

1
︐0
0
0
万
部
を
超
え
る
金
字
塔
を
打
ち
立
て

た
絵
本
「
だ
る
ま
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
。
作
者
・

か
が
く
い
ひ
ろ
し
（
1
9
5
5
～
2
0
0
9
）

は
特
別
支
援
学
校
の
教
員
で
し
た
。
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
た
日
々
が
、
50
歳

で
の
絵
本
作
家
デ
ビ
ュ
ー
に
繋
が
り
ま
す
。
そ

の
後
2
0
0
9
年
に
世
を
去
る
ま
で
の
4
年
間

に
描
き
上
げ
ら
れ
た
16
作
品
は
、
読
者
の
根
強

い
支
持
に
よ
っ
て
現
在
も
読
み
継
が
れ
て
い
ま

す
。
没
後
初
め
て
そ
の
軌
跡
を
ふ
り
か
え
る
本

ふ
た
り
の
「
悪
童
」

—

美
術
史
家
・
外
山
卯
三
郎
と
好
太
郎

Ⅰ
期　

12
月
6
日（
土
）～
2
0
2
6
年
2
月
23
日（
月
・
祝
）

Ⅱ
期　

2
0
2
6
年
2
月
28
日（
土
）～
3
月
26
日（
木
）

三
岸
好
太
郎
の
画
業
は
、
彼
の
感
性
を
震
わ

せ
る
新
し
い
表
現
へ
の
果
敢
な
挑
戦
の
連
続
で

も
あ
り
ま
し
た
。
好
太
郎
の
挑
戦
に
影
響
を

与
え
た
人
物
の
一
人
が
、
美
術
評
論
家
・
外

山
卯
三
郎
（
1
9
0
3

－

8
0
）
で
す
。

外
山
は
北
海
道
帝
国
大
学
（
現
・
北
海
道

大
学
）
予
科
に
学
び
、
詩
と
創
作
版
画
の

『
さ
と
ぽ
ろ
』
創
刊
に
携
わ
る
な
ど
、
北
海

道
美
術
史
に
大
き
な
足
跡
を
記
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
代
の
世
界
の
美
術
動
向
か
ら
近

世
日
本
美
術
ま
で
幅
広
い
評
論
対
象
を
誇

小
松
美
羽
　
祈
り
　
宿
る

9
月
20
日（
土
）〜
11
月
30
日（
日
）

「
大
調
和
」
を
理
念
に
掲
げ
、
世
界
的
に

注
目
を
集
め
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
小
松
美
羽

（
1
9
8
4

－

）
。
黒
を
主
調
と
す
る
銅
版
画

か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
出
雲
大
社

へ
の
参
拝
と
作
品
奉
納
を
機
に
色
の
世
界
に
開

眼
し
て
以
降
、
鮮
や
か
に
色
彩
踊
る
大
型
の
絵

画
作
品
や
立
体
作
品
へ
と
表
現
を
展
開
さ
せ
て

い
ま
す
。

多
様
化
す
る
表
現
の
な
か
で
、
小
松
が
一
貫

し
て
表
す
の
が
神
獣
で
す
。
小
松
は
幼
少
期
か

ら
自
分
を
導
く
神
獣
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
て

き
た
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
世
界
中
を
旅
し
て

あ
ら
ゆ
る
信
仰
や
宗
教
に
神
獣
が
登
場
す
る
こ

を
有
し
て
い
ま
す
。
淡
い
緑
色
を
帯
び
た
ガ
ラ

ス
に
鉄
な
ど
の
異
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
工
芸
的
作
品
は
、
宙
吹
き
の
技
法
を
用

い
た
中
型
で
肉
厚
の
器
作
品
で
す
。
自
在
な
形

を
呈
し
、

鮮
や
か
な

色
彩
を
帯

び
て
い
ま

す
。
本
展

で
は
、
そ

う
し
た
創

作
の
両
面

か
ら
イ
ワ

タ
芸
術
の

造
形
世
界

を
探
り
ま

す
。

展
で
は
、
絵
本
原
画
や
ア
イ
デ
ア
ノ
ー
ト
と
と

も
に
、
教
員
時
代
に
手
が
け
た
教
材
や
人
形
劇

の
貴
重
な
記
録
を
展
示
し
ま
す
。
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
と
、
思
わ
ず
声
に
出
し

て
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
創
り
あ

げ
ら
れ
た
、
日
本
中
を
笑
顔
に
し
続
け
る
か
が

く
い
ワ
ー
ル
ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

り
、
好
太
郎
は
彼
を
訪
ね
て
は
書
斎
の
蔵
書
を

読
み
ふ
け
っ
て
い
た
と
い
う
証
言
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
好
太
郎
が
画
業
後
半
に
み
せ
た
画
風

の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
外
山
の
存
在
は
極
め

て
示
唆
に
富
む
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
展
で
は
、
好
太
郎
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
の
接

近
に
果
た
し
た
卯
三
郎
の
役
割
を
、
ふ
た
り

の
交
流
を
物
語
る
作
品
と
資
料
か
ら
さ
ぐ
り

ま
す
。

と
を
知
る
と
、
や
が
て
世
界
に
共
通
し
て
人
々

が
天
に
祈
り
、
祈
り
を
繋
ぐ
存
在
が
神
獣
で
あ

る
と
確
信
を
得
る
に
至
り
ま
す
。

本
展
で
は
そ
う
し
た
神
獣
た
ち
を
中
心
に
、

各
地
の
民
話
や
伝
説
を
図
像
化
し
た
連
作
、
独

自
の
宇
宙

観
に
よ
る

大
型
作
品
、

そ
し
て
北

海
道
の
風

土
か
ら
想

を
得
た
新

作
を
ふ
く

む
約
60
点

を
展
観
し

ま
す
。

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

イワタルリ《No. 899251》1989 年、作家蔵　＊参考写真

©Hiroshi Kagakui

三岸好太郎
筆彩素描集〈蝶と貝殻〉表紙
1934 年
北海道立三岸好太郎美術館蔵

函
館
美
術
館

小松美羽《白龍 赤龍》2024 年　個人蔵
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MUSEUM INFORMATION

よ
う
こ
そ
！い

き
も
の
た
ち
の
世
界
へ

12
月
13
日（
土
）〜
2
0
2
6
年
3
月
15
日（
日
）

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
生
き
物
は
、古
く
か

ら
美
術
家
た
ち
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョン
を
も
た
ら

し
、多
く
の
作
品
が
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。生
活

に
寄
り
添
う
家
畜
を
題
材
に
し
た
も
の
、身
近
な

草
花
や
昆
虫
を
と
ら
え
た
も
の
、森
に
生
息
す
る

野
生
動
物
を
描
い
た
も
の
な
ど
、と
き
に
親
し
み

を
、ま
た
と
き
に
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
表
現
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
当
館
所
蔵
品
の
ほ
か
、北
海
道
立
旭

川
美
術
館
、中
原
悌
二
郎
記
念
旭
川
市
彫
刻
美

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ
―
い
つ
か
の
光

11
月
15
日（
土
）〜
12
月
21
日（
日
）

北
海
道
ゆ
か
り
の
5
組
の
作
家
に
よ
る
現
代

美
術
展
で
す
。
彼
ら
が
眼
前
の
風
景
や
自
然
現

象
を
鋭
敏
に
知
覚
し
、
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、

映
像
、
音
響
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
で

あ
ら
わ
し
た
作
品
群
を
通
し
て
、
私
た
ち

を
と
り
ま
く
世
界
へ
の
あ
ら
た
な
視
点
を

提
示
し
ま
す
。

彼
ら
の
目
に
映
っ
た
自
然
や
人
の
営
み

は
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
あ
っ
た
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
過
去
の
光
景
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
身
体
に
反
射
し
、
作
品
と
し

て
再
び
あ
ら
わ
れ
る
と
き
、
私
た
ち
は
既

知
の
世
界
を
見
る
た
め
の
別
の
方
法
を

あ
の
日
、
こ
の
場
所
で

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
地
域
と
美
術

2
0
2
6
年
1
月
6
日（
火
）〜
2
月
28
日（
土
）

釧
路
芸
術
館
は
開
館
以
来
、〈
自
然
と
芸
術
〉

〈
映
像
芸
術
〉〈
地
域
と
芸
術
〉を
柱
に
作

品
収
集
を
進
め
て
き
ま
し
た
。本
展
は「
あ

の
日
、こ
の
場
所
で
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、作

品
と
そ
れ
が
生
ま
れ
た
時
と
場
所
と
の
関

係
を
さ
ぐ
る
展
覧
会
で
す
。次
の
3
つ
の
切

り
口
か
ら
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
せ
ま
り
ま

す
。ま

ず
、か
つ
て
の
街
の
姿
や
釧
路
根
室
地

域
で
起
き
た
出
来
事
な
ど
、こ
の
地
に
関
わ

る
特
定
の
時
や
場
所
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

を
ご
紹
介
。次
に
、日
本・世
界
各
地
の
時
事

札
幌
芸
術
の
森
開
園
40
周
年
記
念

彫
刻
三
昧
〜
札
幌
芸
術
の
森
美
術
館
の
名
品
50
選

10
月
11
日（
土
）〜
2
0
2
6
年
1
月
4
日（
日
）

近
現
代
の
彫
刻
史
に
名
を
刻
む
国
内
外
の
彫

刻
家
た
ち
の
作
品
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
展
覧
会
で
す
。
ロ
ダ
ン
、
ブ
ー
ル
デ

ル
、
マ
イ
ヨ
ー
ル
、
デ
ス
ピ
オ
、
マ
リ
ー
ニ
、

高
村
光
太
郎
、
荻
原
守
衛
、
中
原
悌
二
郎
…
。

国
内
有
数
の
彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
札
幌

芸
術
の
森
美
術
館
の
所
蔵
作
品
か
ら
厳
選
し
た

50
点
を
展
示
し
ま
す
。

来
年
、
開
園
40
年
を
迎
え
る
札
幌
芸
術
の

森
。
そ
の
メ
イ
ン
施
設
で
あ
る
野
外
美
術
館
に

は
、
日
本
彫
刻
が
最
も
勢
い
が
あ
っ
た
80
〜
90

術
館
、東
川
町

文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
、

“
い
き
も
の
”

を
テ
ー
マ
と
し

た
絵
画
や
彫

刻
、写
真
、ポ

ス
タ
ー
な
ど
約

40
点
を
展
示

し
ま
す
。美
術

家
が
と
ら
え

た
ユ
ニ
ー
ク
で

多
彩
な
生
き

物
た
ち
の
姿

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

世
界
が
今
日
と
同
じ
よ
う
に
続
い
て
い
く
こ

と
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、

本
展
が
こ
の
世
界
に
出
会
い
な
お
し
、
喜
び
や

畏
敬
を
感
じ
続
け
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

出
品
作
家
：
青
木
陵
子
＋
伊
藤
存
、
池
田
光

弘
、
国
松
希
根
太
、
野
口
里
佳
、
平
川
紀
道

や
世
相
を
題
材
と
し
た
作
品
を
、そ
し
て
、重
要

な
モ
チ
ー
フ
と
の
出
会
い
な
ど
、作
家
に
と
っ
て
の

転
機
に
関
わ
る
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

「
あ
の
日
、こ
の
場
所
で
」起
こ
っ
た
こ
と
、感
じ

た
こ
と
、出
会
っ
た
も
の
―
―
こ
れ
ら
を
作
家
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。会
場
で
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

年
代
を
代
表
す
る
彫
刻
家
の
作
品
が
多
数
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
彩
で
豊
か
な
表
現
に

つ
な
が
る
近
代
以
降
の
流
れ
を
た
ど
れ
る
も
の

を
目
指
し
て
収
集
し
て
き
た
の
が
、
本
展
で
紹

介
す
る
彫
刻
群
な
の
で
す
。

こ
れ
だ
け
ま
と
め
て
展
示
す
る
の
は
久
し
ぶ
り

で
す
。
こ
の
貴
重
な
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。

帯
広
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

あべ弘士 〈『エゾオオカミ物語』絵本原画〉より
2008 年　北海道立旭川美術館蔵

池田光弘《untitled（figure no.11）》
2024年　油彩、キャンヴァス　作家蔵

望月正男《残照》　
1983 年　北海道立釧路芸術館蔵

オーギュスト・ロダン《眠れる女（裸婦）》
1887 年　札幌芸術の森美術館蔵

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

釧
路
芸
術
館
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TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

美術館のおもな展覧会ご案内
 10 11 12 1 2 3

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

帯
広
美
術
館

釧
路
芸
術
館

本
郷
新
記
念

札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森

美

　術

　館

三
岸
好
太
郎

美

　術

　館

12/6（土)～2/23（月・祝）　
ふたりの「悪童」

ー美術史家・外山卯三郎と好太郎　Ⅰ期　
12/6（土)～2/23（月・祝） #みまのめ〈VOL.11〉

9/13（土）～11/24（月・振休）
日本中の子供たちを笑顔にした絵本作家

かがくいひろしの世界展

9/20日（土）～11/30（日）
小松美羽 祈り 宿る 12/20（土）～4/5（日）　道南のヴィジョン（仮）

12/13（土）～3/15（日）
砂澤ビッキの生きた時代

12/13（土）～3/15（日）
砂澤ビッキと出会った芸術家たち

9/13（土）～11/24（月・振休）
会いに行こう！  アートになった動物たち

9/13（土）～11/3（月・祝）
札幌美術展

下沢敏也　origin―土の命脈

9/13（土）～11/3（月・祝）
所蔵品展　豊平館の画家たち

11/15（土）～12/21（日）
リフレクションズ
ーいつかの光

11/15（土）～12/21（日）
道又蒼彩  個展 “relief”

10/11（土）～1/4（日）
札幌芸術の森開園40周年記念　彫刻三昧
～札幌芸術の森美術館の名品50選

2/22(日)～5/24(日)
本郷新生誕120年記念
コレクション展

マンガで読み解く本郷新の生涯（仮）

1/10（土）
～1/25（日）
貸館

1/31（土）～
2/15（日）
貸館

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室

濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

TEL 0138-56-6311 函館美術館 検索

検索

検索

検索

検索

○開館時間 9：30～17：00　（入館は16：30まで）　　
 ※芸術の森9：45～17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館　10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となることを
目指す取組みです。

2025.10～2026.3
MUSEUM CALENDAR

10/4（土）～11/24（月・振休）
幻想

手のひらの宇宙ー洞爺湖芸術館コレクション展

9/6（土）～11/24（月・振休）
線が、息づく。

好太郎の線、鈴木ヒラクのドローイング

2/28（土）～3/26（木）
ふたりの「悪童」

ー美術史家・外山卯三郎
と好太郎　Ⅱ期

7/19（土）～10/13(月・祝)
さかなクンのギョ苦楽展
～さかなクンの世界と
ギョギョギョ水族館～

7/19(土)～10/13(月・祝)
ももちゃんと見っけ！
北のおさかな界隈

11/１（土）～12/14（日）
アイヌの美　―彩りと輝き―

1/6（火）～2/28（土）
あの日、この場所で

コレクションにみる地域と美術
11/１（土）～12/14（日）

国立美術館コレクション・プラス
現代写真のはじまりとそれから

10/4（土）～11/24（月・振休）
写真の時代

12/13（土）～3/15（日）
ミレーの言葉　バルビゾンの夢

12/13（土）～3/15（日）
ようこそ！いきものたちの世界へ

10/1（水）～11/24（月・振休）
トーベとムーミン展　

～とっておきのものを探しに～

7/19（土）～11/24（月・振休）
ウィズ・キッズ'25 赤・青・白 杉山留美子さんの部屋
1945‐2025 美術は何を記憶しているか
透明なガラス―スウェーデンのリリシズム

青木美歌《未生命の遊槽》

この1点を見てほしい。本郷新《嵐の中の母子像》

12/13（土）～2/15（日）
イワタルリ展

12/13（土）～4/12（日）（予定）
おはなし美術

カラー・オブ・グラス
青木美歌《未生命の遊槽》

この1点を見てほしい。 池田良二《アントニ・タピエス氏に捧げる Varanasi》

9/20日（土）～11/30（日）
前衛の書家・鷗亭ー1950年代の挑戦ー

9/20日（土）～11/30（日）
カタチのチカラー道南の彫刻ー

12/20（土）～4/5（日）　鷗亭の見た中国

12/20（土）～4/5（日）　道南の美術　戦時下の諸相

4/29（火・祝）～11/3（月・祝）
札幌芸術の森野外美術館

北海道美術館協力会入会のご案内
一般社団法人 北海道美術館協力会は北海道の美術文化の振興に取り組むため、随時会員募集

を行っております。
当協力会ホームページの「会員募集」の案内をご覧ください。
みなさんのまわりの方のご入会をお待ちしております。
みなさんのまわりで当協会に関心をお持ちの方々にお声がけいただければ幸いです。 （アルテピアHP）
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岸
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12/6（土)～2/23（月・祝）　
ふたりの「悪童」

ー美術史家・外山卯三郎と好太郎　Ⅰ期　
12/6（土)～2/23（月・祝） #みまのめ〈VOL.11〉

9/13（土）～11/24（月・振休）
日本中の子供たちを笑顔にした絵本作家

かがくいひろしの世界展

9/20日（土）～11/30（日）
小松美羽 祈り 宿る 12/20（土）～4/5（日）　道南のヴィジョン（仮）

12/13（土）～3/15（日）
砂澤ビッキの生きた時代

12/13（土）～3/15（日）
砂澤ビッキと出会った芸術家たち

9/13（土）～11/24（月・振休）
会いに行こう！  アートになった動物たち

9/13（土）～11/3（月・祝）
札幌美術展

下沢敏也　origin―土の命脈

9/13（土）～11/3（月・祝）
所蔵品展　豊平館の画家たち

11/15（土）～12/21（日）
リフレクションズ
ーいつかの光

11/15（土）～12/21（日）
道又蒼彩  個展 “relief”

10/11（土）～1/4（日）
札幌芸術の森開園40周年記念　彫刻三昧
～札幌芸術の森美術館の名品50選

2/22(日)～5/24(日)
本郷新生誕120年記念
コレクション展

マンガで読み解く本郷新の生涯（仮）

1/10（土）
～1/25（日）
貸館

1/31（土）～
2/15（日）
貸館

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室

濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

TEL 0138-56-6311 函館美術館 検索

検索

検索

検索

検索

○開館時間 9：30～17：00　（入館は16：30まで）　　
 ※芸術の森9：45～17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館　10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となることを
目指す取組みです。

2025.10～2026.3
MUSEUM CALENDAR

10/4（土）～11/24（月・振休）
幻想

手のひらの宇宙ー洞爺湖芸術館コレクション展

9/6（土）～11/24（月・振休）
線が、息づく。

好太郎の線、鈴木ヒラクのドローイング

2/28（土）～3/26（木）
ふたりの「悪童」

ー美術史家・外山卯三郎
と好太郎　Ⅱ期

7/19（土）～10/13(月・祝)
さかなクンのギョ苦楽展
～さかなクンの世界と
ギョギョギョ水族館～

7/19(土)～10/13(月・祝)
ももちゃんと見っけ！
北のおさかな界隈

11/１（土）～12/14（日）
アイヌの美　―彩りと輝き―

1/6（火）～2/28（土）
あの日、この場所で

コレクションにみる地域と美術
11/１（土）～12/14（日）

国立美術館コレクション・プラス
現代写真のはじまりとそれから

10/4（土）～11/24（月・振休）
写真の時代

12/13（土）～3/15（日）
ミレーの言葉　バルビゾンの夢

12/13（土）～3/15（日）
ようこそ！いきものたちの世界へ

10/1（水）～11/24（月・振休）
トーベとムーミン展　

～とっておきのものを探しに～

7/19（土）～11/24（月・振休）
ウィズ・キッズ'25 赤・青・白 杉山留美子さんの部屋
1945‐2025 美術は何を記憶しているか
透明なガラス―スウェーデンのリリシズム

青木美歌《未生命の遊槽》

この1点を見てほしい。本郷新《嵐の中の母子像》

12/13（土）～2/15（日）
イワタルリ展

12/13（土）～4/12（日）（予定）
おはなし美術

カラー・オブ・グラス
青木美歌《未生命の遊槽》

この1点を見てほしい。 池田良二《アントニ・タピエス氏に捧げる Varanasi》

9/20日（土）～11/30（日）
前衛の書家・鷗亭ー1950年代の挑戦ー

9/20日（土）～11/30（日）
カタチのチカラー道南の彫刻ー

12/20（土）～4/5（日）　鷗亭の見た中国

12/20（土）～4/5（日）　道南の美術　戦時下の諸相

4/29（火・祝）～11/3（月・祝）
札幌芸術の森野外美術館

北海道美術館協力会入会のご案内
一般社団法人 北海道美術館協力会は北海道の美術文化の振興に取り組むため、随時会員募集

を行っております。
当協力会ホームページの「会員募集」の案内をご覧ください。
みなさんのまわりの方のご入会をお待ちしております。
みなさんのまわりで当協会に関心をお持ちの方々にお声がけいただければ幸いです。 （アルテピアHP）

令和7年度定時総会の報告
去る6月27日（金）、近代美術館講堂において定時総会が開催されまし

た。
冒頭、杉本会長から「月末のお忙しい中、また、不順な天候が続く中、

お集まりいただきありがとうございます。本日は、令和6年度の事業・決
算報告及び令和7年度の事業計画・収支予算についての報告を議題として
います。近代美術館のリニューアルに関わり、当会も相当影響を受けるこ
とが考えられます。昨年、会長を受けまして1年、今後も、当会が持続的に
近代美術館と併走していけるよう、サステナブルなプランを考え、理事会
並びにボランティアの皆さんと八方手を尽くしながら進んでいく流れを作
ろうとスタートいたしました。

2027年には近代美術館も当会も50周年の節目を迎えます。本日は、今後の50周年に向けて、様々な声そしてお知恵
をいただき、実りある総会にしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。」との挨拶がありました。

議案審議の概要
○議案第1号　令和6年度事業報告及び収支決算報告について

原案どおり承認可決しました
事業実施状況については、令和5年度は近代美術館の長期閉館の影響によりボランティア活動員の活動日数や売店商品

の販売数が減少したが、令和6年度は、平年ベースとなりました。しかし、財務会計においては､主な財源である「会費収入」
と「売店売上収入」が予算額に対して決算額が落ち込み、大幅な収入減となりました。

収支決算については、別紙表1 のとおりです。

○報告第1号　令和7年度事業計画及び収支予算について
事業計画及び収支予算について報告がありました。
事業計画については、基本的に従来から実施している事業をベースに策定しています。収支予算については、一般会計に

おいて特定資産の取崩を行っているところであり、これまで以上に経費の節減を図るとともに、より効果的・効率的な
執行に努めていくこととしています。

収支予算については、別紙表2 のとおりです。

訃報
美術館協力会理事
戸井　敏夫　様

（令和 7 年 1 月ご逝去）

平成 24 年より理事に就任され、北海道の美術文化の振興並びに当協力会の発展に
多大なる貢献をされました。

ここに、ご生前のご尽力に感謝申し上げますとともに、ご冥福をお祈りいたします。

つどい　2025
6月27日(金)、北海道美術館協力会の総会後、近代美術館ホールで第39

回「つどい2025」が開催されました。杉本会長の挨拶につづき、菅野近
代美術館副館長が開演を宣言しました。その後、一般会員、ボランティア
会員、総勢63名が一堂に会して親睦を図りました。恒例のアトラクション
は、今年の海外美術研修旅行地とリンクした「フラン
ス音楽の夕べ」。タテヤマユキさんのアコーディオン
の弾き語りで「Je te crux 」、「愛の讃歌」等フランス
語も交えて華やかに演奏。最後に皆で「オー・シャ
ンゼリゼ」を合唱し、研修旅行で渡欧する人もしな
い人もパリに想いを馳せました。特設のテーブルに
はザンギ、幌加内蕎麦等が並び、参加者は立食パー
ティーを大いに楽しみました。

7



12

全道展表彰　  6月11日（水）～6月22日（日）

第87号

北海道美術館協力会一　　般
社団法人

〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

羽生輝《冬日（悠々釧路湿原）》
2015年　岩絵具、合板　181.8×227.3cm（北海道立釧路芸術館蔵）

羽生輝は長年にわたって釧路や道東の浜辺を描き

続けている作家です。そびえ立つ岬やその眼下に広が

る漁村の風景、それらを覆うような雪や氷、落ち着い

た色彩で描かれる作品からは冷たい冬の空気が感じ

られます。この作品で描かれる釧路湿原は羽生が新た

な題材として選んだ場所です。山や谷が少なく大型の

植物が生育しづらい植生の湿原には、目立った高低差

がなく、広大な面積の中を水平に広がっていく景色は

単調で捉えどころがないようにも思えます。一方で貴

重な生物を含め多様な動植物が生息する自然の豊か

さや、長い年月をかけて形成された地形とその背景に

ある歴史など内包するものが多く奥深さもあります。

そんな場所と向き合った羽生は題材として湿原の四季

折々の姿を選びました。「悠々」の言葉が作品名に含ま

れるように地平線の遙か遠くに続いていくような釧路

湿原の広大さが描かれています。とりわけ印象的なの

は湿原を照らす太陽の光です。暗い雲間から覗く太陽

が空をオレンジ色に染め上げ冬の寒さから連想され

る厳しさや過酷さとはまた違う、温かさを感じさせま

す。《冬日（悠々釧路湿原）》は1月6日から始まる所蔵

作品展「あの日、この場所で」で展示予定です。

（北海道立釧路芸術館学芸員　近藤花子）

会 報

2 0 2 5年 9月

■今年の夏は猛暑が続きました。私は良質の避暑地である美術館での鑑賞時間が多かったです。今号アルテピアには 10月
以降の興味深い展覧会情報が満載です。紅葉に囲まれた美術館で「芸術の秋」をご堪能ください。 （SK）

第40回国内美術研修旅行
「関西・南紀方面美術めぐり4日間

5月7日（水）～10日（土）

　本年度美術研修旅行は、最大催行人数35名で実施。
　大阪では、5つの美術館を見学、中でもトレンドなあ
べのハルカス美術館の「空想旅行案内人ジャン=ミッ
ション・フォロン」は、絵空ごとではない世界の現実と
向き合う、日本で30年振り約230点の大回顧展でし
た。和歌山は、事業部初計画の見学・参拝で、世界
遺産高野山の根本大塔や霊宝館を訪れました。国宝や
重要文化財、凛とした樹木や浄らかに咲く庭花も神聖
な場所ならではの美しさでした。

　参加者のアンケート
から、大満足の評価と
アルテピアの計画なの
で安心とありました。
8年度に向けて一層精
進します。要望お寄せ
下さい。

美術講座2025　　　　　　5月15日（木）～8月28日（木）

　第79回全道展（全道
美術協力会、北海道新
聞社主催）が6月11日
から22日まで札幌市
民ギャラリーで開かれ
ました。入賞・入選作
品と会員・会友作品の
395点が展示され、多くの方が鑑賞に訪れていました。
迫力のある作品や多彩な表現方法が並び、広い市民
ギャラリーが狭く感じられるほどでした。札幌市の早坂
夏花さん（23歳）の絵画「想い、それでも」が最高賞の全
道美術協会賞と、23歳以下が対象の北海道美術館協
力会賞をダブル受賞しました。

　今年も10回に渡って開かれる「美術講座2025」が行われました。
今回は「日本・西洋の美術シリーズ」と銘打って、道立近代美術館の
学芸員の方々を中心に多彩な講師の面々が多くの資料を基にさまざま
なテーマを分かりやすく解説する企画です。「歌川国芳展」や「金閣・
銀閣 相国寺展」では講座後の特別展鑑賞もあり、より展覧会の理解
が深まる構成となっています。参加した受講生のみなさんは講師のこ
とばに熱心に聞き入り、あっという間の1時間30分の講座を心地よく
楽しんでいました。

　特別活動部の事業は【美術への
誘い】【アート・クラブ】の二つです。
目的は美術と美術館に親しんでいた
だくこと。前者は美術館の外（区民
センターなど）で、画像を利用して
展覧会・作家について紹介、後者は
美術館でワークショップを企画・開
催し、すべての来館者と募集した子供たちに体験していただきます。
　参加者の「美術館に行ってみたい」「また来たい」の声がやりが
いになり、そのためにはパワーポイントの画像ファイル作成・リハー

サル・材料集め・試作会など準備
は様々です。不定期な活動は、ロー
テーションを組めませんので『でき
ることをできる人ができる時に』の
ボランティア精神で、美術館の魅力
を発信しています。

ボランティア活動のご紹介  第6回  特別活動部

A r t e p i a  N ew s

スマートボールペン
（タッチペン・スマホスタンド機能付）

各550円

巳亦敬一作
豊平硝子  六角グラス

3,740円

藤原貴子作
ペンダント
22,000円

北海道立近代美術館
ミュージアムショップ
もご覧ください

https://artepia.base.shop
TEL直通：（011）621-8027
E-mail：shop@artepia.or.jp
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